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学 び の 窓

1 榮 養 実 習 記

保 健 所 の 榮 養 実 習 を顧 りみ て

短食ニノー 秋 川 玲 子

 5月21日 か ら24日 まで私達8人 は,京 都市下京区保

健所で栄養実習を行つた。早朝,初 夏の冷気を縫つて

打 ち水 したアスフアル トを歩む気分は,又 格別であっ

た。平 日よ り一足早 く寮を出s五 条大橋を西 に渡つて

しば らくの所に白亜の新築 ビルがある。 この三階の一

室が,私 達の栄養実習 をする室である。

 四 日間の短期間ではあつたが,保 健所の方々の懇切

な御指導の下に,乳 幼児栄養相談,保 健食講習会,離

乳食講習会,集 団給食見学等,又 その合 間に栄養指導

のあ り方,資 料作製の方法等,栄 養士業務の0分 野を

見学実習す る事が出来て,今 後の私達の進路に大 きな

示針を もた らした。初 めての実習で心楽しい四 日間で

あった。 ここに一貫して感じた事 を記 してみたい。

 保健所は,国 民の保健体育並に衛生思想の普及発展

を目的 としてい る。 この目的達成の一端 として,栄 養

に関する改善指導と云 う課題があ るが此 の重要な鍵を

握つてい るのが栄養士である事は云 うまで もない。そ

の対象 とす る所は,地 域社会人である故 に頭の レベル

の巾が広 く,指 導程度は小学六年か ら中学二年位でな

い と解って もらえない。就中健康に関係す る指導要領

等には医学用語 も多 く出て くるが,ノ ー トす るで もな

く・聞 きつ放しだか ら判 らないま ～に忘れてしま う。

プ リン トを配つて も講習が終ると行方が知れぬ事の多

いのが現状であり,主 婦生活には,耳 目か らの知A注

入は至ってむっか しい。結局,実 物実習 となつ て くる

が,こ こに於ても種 々問題がある。現在の中年層以上

には,gr・C・C・ は解 らない人が多 く,又 相手は三度三

度の食事を何十年か担当して来ただけに,い ろんな点

で理論と実際とのギャップが大 きい。そして之が こな

せない盤にす ぐ経済に頭が走 り勝 ちであるか ら,前 も

ってその地域の経済状態,生 活環境等 を調査 し,そ の

地域に即 した調理献立の講習をしな くては講習会場は

会食会につ きて終 り家庭へ の移入応用迄には程遠 く,

会の目的 も半滅 され る。要す るに実行 されてはじめて

意味のあ るものであるか ら,実 行可能 な ものを選ばね

ばならぬ。

 以上の様に実際面に当つては,種 々の困難にT.・つか

るが,あ る一 日の実際を点描 してみると,即 ち,

  「離乳食講習会」か ら,5月23日

  前 もつて会の計画,献 立,プ リン ト作製,講 習材

 料購入手続,会 場準備等を夫々分担 して行つた。当

 日予定時 間には受講者 が50人 集つた。衛生課長の挨

 拶で始 り,今 日の 日程が話 された。次いで 「赤ちや

 ん 日記」の映画観覧。一生命が母胎 内に生じてか ら

 無事出生し,離 乳期 を終 る迄の 日記映画であつた。

 これが母性の天職の概略 をつかみ得た。そして愈々

 実習に入 る。栄養士 さんは監督 ・助教授の役で,講

 習の実際 は私達がす る。私達実習生は,白 衣 を着用

 し,三 角布を頭に被 り,お 母 さん方のために講習す

 る。講習の間,私 達は交代 で,赤 ちやんの子守 り役

 にな り,お 母 さん方の聴講能力を最大限にしようと

 努めた。お母 さん方の真剣 な目は,講 師の手先に吸

 いっけ られている。最後に試食をして,新 しい確か

 な知識 を得たお母 さん方は,赤 ちやんを受取 り,い

 そいそと帰つ ていかれた。その後姿 を見送 りなが ら

 「元気に,順 調に,成 長して くれます様に」 と祈 ら



昭和32年9月(1957)

 ないではおれない。まだ この他,実 習期間にはなか

 つたが,お 買物センター,キ チンカー等,保 健所の

 栄養士業務は広範であ る。

 以上の様に,実 際面に当つては,苦 労は数限 りない

がa着 々直接食生活の改善 されてい くのが目に見 える

点で喜びも大 きい。苦労を経てのよろこび,こ れ こそ

真の悦びであ り,栄 養士 としての生甲斐 もここにある

のではなか ろうか。生命の源,家 族の健康を担 うお台

所の責任者,主 婦達の正 しい衛生思想を普及発展 させ

てこそ,国 民の寿命 も延長 し,健 康で明るい 日本国建

設の道 も開かれ るものである。まだ種々実習を残 して

いるが,こ のわずかの期間に栄養士業務の重要性を再

認識す る事 を得て栄養士としての道をまつ しぐらに進

みたい熱情に燃 えている。

 思 うに,こ の仕事の実際面が欠 くべか らざる肝要な

もので あ り乍 ら,経 済的理由か ら人が足 りなかつた

り,金 に恵まれない所から,又 新規の事業である処か
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らか,割 合に社会面に現われない ものになつてしま う

点が多いのは,残 念に思 う。栄養士は市民の衛生栄養

教育の第一線 に立つ ものであるか ら,そ め管轄区域の

発展は,栄 養士の双肩にあると云つて も過言ではない

と思 う。市民の足が自ず と保健所 に向 くよ うになるに

は,栄 養士 自ら大いに研究 し,既 成の学問に 安住せ

ず,又 お きま りの行事に終 る事な く,常 にたゆまぬ研

究心を以て指導に当れば必ずその効あるもの と思 う。

要するに私達栄養士 とな るものは,深 く市民の生活に

食い入つてその階層の指導に当っ ては,飽 くまで自己

犠牲を払 う事は勿論,絶 えず指針 を支 えて自ら焚 きつ

けになつて先ず燃えてか ～つ てか ら,相 手を燃 えたた
       も

せる覚悟が欲求 されるのではなかろ うか。

 残 る実習を真剣に学び,実 際に役立つ栄養士として

社会に第一歩を踏み出したい と念願 しつ ～精進の朝夕

を送つてい る。


